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日本地基準地震動と超過確率と安全
蒜 薑増田徹
組鐡41･鮭薙
委員会震驫認繍2雪欝驍講辮簔譜襄蟄需悪P強震動観測事実とを嶋らし合わせて'基準地
規則（1）基準地震動を超える揺れの年確率の計算値はほとんどの原子力発電所で1～10万分の一程度'場所によっては1～100万分の1であった．

薑畿(2嚇識議熱薙諜鰯鶏曼溌蕊識簿蕊識善蕊翻灘誤りが
罐玉蕊塞,潅雛調馴鮒鶴妻潔詰蕊謹蕊議溌潔謡溌鵠巽懸
定根拠に対して吟味をおこなっている.そして,基準地震動の設定は科学的成果を越えた社会的判断による想定

塾麸蕊蕊鱗侭灘醗騒播辮擦鶚蕊蕊鯉朧瀦綴繍監繍識
室て稀にではあるが発生する可能性があり,施設に大きな影響を与える恐れがあると想定される揺れの強さ｣とさ

瀞:難謬譲蕊鍾鍵識簿灘瀦辮蝋雛騎蝋
耀』篭鬘謝繍場所に関して現在までに得られた地震学的知見は‘次のように整理することができよう
遇 (A)一定領域内の一定規模以上の地震は一定期間内に有限個発生し,一つの地震の発生と次の地震の発生

堂鎖蕊稟蕊雛難爵綴検察鶴壱捌篝纒餓購雲曼礁艤鬘難掌
の期間は,長いことも短いこともあり発生間隔には大きな幅がある.地震発生時期に周期的特性が備わっ

公蟇二 ているとは言えない．
助座(B)地震の発生場所は常に予め特定できるとは言えない.プレート境界地震はほぼ同じ領域を震源域として発

寄付制一害藻願螺熟語i鱒縣繼熱禦雲驍難雛儲藤難顛蒋議蕊倦蕊
認型露鯉蕊熱烈擦舞蠣欝が示すように,活断層と明瞭に認められていない場所でもマグニチュード7を超える地震が発生している．
室囚(C)これまでに蓄積された利用可能な観測結果或いは記録は,一定領域内における地震発生の統計的特徴

入会案．を明らかにずろほど充分に長い期間のものではない．
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4.安全
基準地震動の効用は,原子力発電所施設にその大きさの揺れに対する耐力を持たせるだけである.襲い来
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